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AKITA WAKASUGI KOKUTAI

　
第
62
回
国
民
体
育
大
会
秋
田
わ
か
杉
国

体
ま
で
あ
と
40
日
あ
ま
り
。
開
幕
10
日
前

の
９
月
19
日
に
は
、
大
会
の
先
触
れ
と
な

る「
炬
火
リ
レ
ー
」が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
炬
火
リ
レ
ー
と
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

「
聖
火
リ
レ
ー
」に
当
た
る
も
の
で
、「
炬
火
」

は「
た
い
ま
つ
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
・
秋
田
わ
か
杉
大
会

（
第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）の

開
催
に
先
立
ち
、
県
内
９
か
所
で
採
火
さ

れ
た
炬
火
は
、
両
大
会
旗
と
と
も
に
県
内

全
市
町
村
を
リ
レ
ー
し
ま
す
。
そ
し
て
、

９
月
29
日
の
総
合
開
会
式
会
場
の
県
立
中

央
公
園
陸
上
競
技
場
に
到
着
し
た
炬
火
は
、

炬
火
台
に
灯
さ
れ
、
大
会
期
間
中
、
選
手

達
の
活
躍
を
見
守
り
続
け
ま
す
。 

　
北
秋
田
（
本
市
、
上
小
阿
仁
村
、
大
館

市
）の
採
火
地
は「
道
の
駅
あ
に
」。「
阿
仁

マ
タ
ギ
の
火
」
と
名
付
け
ら
れ
た
炬
火
が
、

午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
、
走
者
リ
レ
ー
と

自
動
車
リ
レ
ー
で
市
内
を
巡
り
ま
す
。 

　
リ
レ
ー
に
は
大
勢
の
市
民
が
参
加
し
ま

す
の
で
、
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

走者リレー隊の編成（イメージ）

炬火保持者 国民体育大会旗保持者
全国障害者
スポーツ大会旗保持者

小旗保持者

※走者は白バイかパトカーが先導します。また、本部車、救護車などが後ろを走ります。先を走る

先導車がマイクでお知らせしますので、リレー隊到着の際は、沿道での声援をお願いします。

　
炬
火
リ
レ
ー
の
走
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
市
内
の
小
中
学
校
・
高
校
、

一
般
か
ら
84
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
役
割
は
、
炬
火
保
持
者
、
大
会
旗
保

持
者
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
旗

保
持
者
、
小
旗
保
持
者
な
ど
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
区
間
ご
と
に
リ

レ
ー
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
な
い
、
本
番

に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
比
立
内
区
間
】 

▽
道
の
駅
あ
に
　 

幸
屋
渡
駐
在
所 

松
橋
朋
久（
大
阿
仁
小
６
年
）／
原
美
華（
同
）

／
松
橋
翔
（
同
５
年
）
佐
藤
佑
華
（
同
）
／

佐
藤 

壮
馬（
同
６
年
）／
新
屋
湧（
同
）／

松
橋
颯
（
同
）
／
佐
藤
彩
寧
（
同
）
／
松
橋

玲
奈
（
同
）
／
佐
藤
彩
乃
（
阿
仁
中
２
年
）

／
松
橋
郁
香（
同
３
年
）／
松
橋
健
斗（
同
）

／
佐
々
木
宗
純
（
同
）
／
佐
々
木
央
（
鷹
巣

高
校
２
年
）
／
柴
田
翔
（
同
）
／
松
橋
悦
子

（
一
般
）／
鈴
木
彰
子（
同
）／
伊
藤
一
男（
同
）

松
橋
真
幸（
同
） 

【
阿
仁
合
区
間
】 

▽
阿
仁
体
育
館
　 

長
ノ
町
停
留
所
前 

齊
藤
浩
哉
（
阿
仁
合
小
６
年
）
／
佐
々
木

萌（
同
）／
庄
司
直
樹（
同
）／
原
田
麻
紀（
同
）

／
柴
田
華
奈
（
同
）
／
明
石
大
伸
（
同
）
／

今
井
北
緯
（
同
）
／
佐
々
木
雄
陽
（
同
）
／

辻
希
実
（
同
）
／
高
田
学
士
（
同
）
／
松
橋

麗
（
同
）
／
佐
藤
優
希
（
同
）
／
山
田
沙
弥

香
（
阿
仁
中
３
年
）
／
福
嶋
諒
（
同
）
／
庄

司
伊
代
菜
（
同
）
／
廣
瀬
航
也
（
同
２
年
）

／
加
賀
智
哉
（
鷹
巣
農
林
高
校
３
年
）
／

三
杉
真
也
（
同
）
／
加
賀
浩
基
（
鷹
巣
高
校

２
年
）
／
高
田
大
嗣
（
同
）
／
蒲
芳
（
一
般
）

／
珠
井
証
志（
同
） 

【
米
内
沢
区
間
】 

▽
森
吉
支
所
　 

浜
辺
の
歌
音
楽
館 

鈴
木
健
（
米
内
沢
小
６
年
）
／
田
　
美
花

子
（
浦
田
小
６
年
）
／
金
沢
脩
人
（
前
田
小

６
年
）
／
池
田
稜
介
（
森
吉
中
３
年
）
／
水

木
志
穂
（
同
）
／
細
田
歩
美
（
米
内
沢
高
校

３
年
）／
伊
藤
麻
美（
同
）／
高
堰
樹
里（
同
）

／
柴
田
恵
子
（
比
内
養
護
学
校
た
か
の
す

分
校
高
等
部
３
年
）
／
小
玉
修
平
（
同
）
／

飯
塚
正
純
（
同
校
教
諭
・
介
助
）
／
渡
部  

健
一
郎
（
一
般
）
／
木
村
喜
春
（
同
）
／
土

佐
暁
史（
同
）／
櫻
庭
み
ち
ゑ（
同
） 

【
合
川
区
間
】 

▽
合
川
支
所
　 

Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央 

関
一
穂
（
合
川
東
小
６
年
）
／
工
藤
雄
（
合

川
西
小
６
年
）
／
長
田
雄
太
（
合
川
南
小

６
年
）
／
奈
良
武
（
合
川
北
小
６
年
）
／
御

処
野
大
地（
合
川
中
３
年
）／
湊
大
樹（
同
）

／
疋
田
美
帆
（
同
）
／
金
田
未
来
（
合
川
高

校
３
年
）／
堀
井
七
恵（
同
）／
松
岡
寿（
同
）

／
浪
岡
幸
紀（
一
般
）／
吉
田
麻
衣
子（
同
）

／
松
橋
謙（
同
）／
清
水
宏
太（
同
） 

【
鷹
巣
区
間
】 

▽
市
役
所
本
庁
舎
　 

交
流
セ
ン
タ
ー 

北
林
拓
朗（
鷹
巣
小
６
年
）／
渡
辺
翔
也（
鷹

巣
東
小
６
年
）／
三
沢
純
也（
綴
子
小
６
年
）

／
藤
本
勝
繁（
竜
森
小
６
年
）／
平
川
剛
（
鷹

巣
中
央
小
６
年
）
／
藤
原
武
治
（
鷹
巣
南

小
６
年
）／
小
笠
原
崇
圭（
鷹
巣
西
小
６
年
）

／
三
澤
亘
（
鷹
巣
中
３
年
）
／
照
内
か
え

で
（
同
）
／
武
藤
凌
平
（
鷹
巣
南
中
３
年
）

／
櫻
井
幸
雄（
一
般
）／
高
橋
喜
久
雄（
同
）

／
高
橋
冨
美
雄（
同
）／
内
山
公
貴（
同
） 

★ 

★ あ
い
か
わ 

▲
 

● 

合川支所 

ＪＡ北央 

至鷹巣 

至米内沢 

秋
田
内
陸
線 リ

レ
ー 

区
間 

北秋田市役所 

交流センター ★ 
● 

▲ 

●銀行 

●銀行 

●北秋中央病院 

★ 

たかのす 

リ
レ
ー
区
間 

秋
田
内
陸
線 

●
大
阿
仁
出
張
所 

★
幸
屋
渡
駐
在
所 ★ 

国
道
１
０
５
号 

ひ
た
ち
な
い 道

の
駅
あ
に

道
の
駅
あ
に 

道
の
駅
あ
に 

● 

リ
レ
ー
区
間 ▲

 

【比立内区間】 

【森吉区間】 

【合川区間】 

【阿仁合区間】 

【鷹巣区間】 

★阿仁体育館 

● 
★ 

阿仁合郵便局 
長野町停留所 

あ
に
あ
い 

● 

リ
レ
ー 

区
間 

▲ 

阿仁支所 ● 

上小阿仁村

綴子・田地川運送前

大館市 市内をリレーし、大館市役所へ

村内をリレーし、再び北秋田市へ

道の駅あに（採火地）

阿仁・幸屋渡駐在所

９：００スタート（式典8:30〜）

９：１５着　９：１８分発

阿仁体育館

阿仁・長野町停留所

９：３２着　９：３５分発

９：５５着　９：５８分発

森吉支所

浜辺の歌音楽館

１１：３５着　１１：４５分発

１１：５７着　１２：００分発

合川支所

ＪＡあきた北央

１２：１０着　１２：２７分発

１２：３５着　１３：０５分発

市役所本庁舎

市交流センター

１３：２０着　１３：３０分発

１３：４０着　１３：４３分発

１３：５１着、大館市へ

大会まであと４０日あまり！

大会旗・炬火リレーは９月１９日

北
秋
田
の
炬
火
名
は 

﹁
阿
仁
マ
タ
ギ
の
火
﹂

走者リレー 自動車リレー ※時間はめやすです

●
走
者
リ
レ
ー
コ
ー
ス
図

※
時
間
は
め
や
す
で
す

12：2713：30

13：40
12：35 ★ 

★ 
● 

浜辺の歌 
音楽館 

森
吉
支
所 リレー区間 

国
道
１
０
５
バ
イ
パ
ス 

米内沢病院● 

阿仁川 

▲
 

11：35

11：57

9：35

9：55

9：15

9：00

採火式会場

式典8：30〜

総合開会式９月２９日（秋田市）
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自由墓地募集

国
体
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

国
体
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

北
秋
田
地
域
不
法
投
棄
一
掃
協
議
会 

◇
国
体
に
向
け
た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
◇  

　
国
体
に
向
け
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
保
全

の
た
め
に
、
北
秋
田
地
域
不
法
投
棄
一
掃

協
議
会
で
は
　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
国
体
期
間
中
は
北
秋
田
市
の
美
し
さ
を

Ｐ
Ｒ
出
来
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

　
期
間
中
に
北
秋
田
市
に
訪
れ
る
一
人
で

も
多
く
の
方
が
、
北
秋
田
市
の
美
し
い
自

然
や
き
れ
い
な
街
に
感
動
し
て
頂
け
る
よ
う
、

地
域
の
環
境
美
化
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

■
日
　
時
　
８
月
30
日（
木
）午
前
中 

■
場
　
所
　
道
路
沿
い
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
・

家
電
　
機
器
・
タ
イ
ヤ
の
投
棄
が
目
に
つ

く
、
阿
仁
前
田
地
区
・
七
日
市
地
区
内
小

猿
部
川
河
川
敷
・
阿
仁
伏
影
地
区 

※
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
回
収
す
る
費

用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
大
切
な
税
金
で
す
。 

◇
不
用
に
な
っ
た
車
の
処
理
◇ 

　
市
内
の
農
地
に
は
不
用
に
な
っ
た
自
動

車
・
農
機
具
な
ど
を
た
ん
ぼ
や
畑
に
お
い

て
、
農
具
等
の
置
場
所
に
利
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
年
数
が

経
つ
に
つ
れ
、
そ
の
役
目
を
果
た
さ
な
く

な
り
、
景
観
上
も
好
ま
し
く
な
い
古
い
車

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
不
用
に
な
っ

た
車
等
の
処
理
に
お
困
り
の
方
は
、
無
料

で
回
収
す
る
業
者
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

条
件
①
　
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
る
場
所

に
不
用
な
車
が
あ
る
こ
と
。 

条
件
②
　
自
分
の
車
で
あ
る
こ
と 

（
所
有
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
） 

問
合
せ
　
市
生
活
環
境
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
� 
62 -

１
１
１
０
　 

  

国体クリーンアップ

鷹
巣
石
ノ
巻
岱
墓
園｢

自
由
墓
地｣

募
集 

鷹
巣
石
ノ
巻
岱
墓
園｢

自
由
墓
地｣

募
集 

　
鷹
巣
石
ノ
巻
岱
墓
園 

　
次
の
通
り
「
自
由
区
画
」
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　
市
生
活
環
境
課
　
� 
62 -

１
１
１
０ 

永
代
使
用
料
　
12
万
５
千
円 

　
　
　
　
　
　
（
返
還
し
て
も
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
） 

管
理
手
数
料
　
１
０
５
０
円（
毎
年
） 

条
　
　
　
件
　
現
在
市
営
墓
地
に
区
画
を
お
持
ち
　

　
　
　
　
　
　
で
な
い
方 

場
　
　
　
所
　
市
脇
神
字
石
ノ
巻
岱
６-

６
７
３ 

申

込

期

限

　
８
月
31
日（
金
） 

※
募
集
区
画（
４
区
画
）以
上
の
申
込
が
あ
っ
た
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練 

大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練 

　
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
と
防
災
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
大
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。 

　
訓
練
の
内
容
は
、
森
吉
地
区
米 

内
沢
駅
前
及
び
米
内
沢
小
学
校
周 

辺
に
お
い
て
地
震
を
想
定
し
た
避 

難
訓
練
・
消
火
活
動
訓
練
・
救
助 

工
作
車
に
よ
る
救
助
訓
練
・
防
災 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練 

と
展
示
を
行
な
い
ま
す
。 

　
交
通
規
制
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

９
月
２
日（
日
） 

時
間
／
12
時
30
分
か
ら 

場
所
／
米
内
沢
駅
前
・
米
内
沢
小
学
校
周
辺 

▲ 

▲物置に使用されている車 

交通規制箇所 

当日は片側通行予定です 当日は片側通行予定です 

米内沢駅 米内沢駅 

MANABI NO HIROBA

阿
仁
マ
タ
ギ
伝
統
の 

﹁
山
達
の
儀
式
﹂
で
出
発

　
採
火
式
は
、
炬
火
リ
レ
ー
に
先
立
ち
午
前

８
時
30
分
か
ら
道
の
駅
あ
に
に
特
設
さ
れ
た

「
マ
タ
ギ
神
社
」
の
前
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
式
典
で
は
は
じ
め
に
、
マ
タ
ギ
姿
の
担
当

者
が
マ
イ
ギ
リ
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
使
っ
て

火
を
起
こ
し
、
そ
の
火
を
か
が
り
火
に
点
火

し
ま
す
。 

　
こ
の
後
「
山
達
式
」
と
い
う
マ
タ
ギ
が
狩

り
に
出
る
前
の
安
全
祈
願
の
た
め
の
儀
式
を

執
り
行
い
、
市
長
が
炬
火
に
「
阿
仁
マ
タ
ギ

の
火
」
と
命
名
、
か
が
り
火
か
ら
ト
ー
チ
に

点
火
し
、
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　「
マ
タ
ギ
神
社
」
は
阿
仁
の
マ
タ
ギ
が
か

つ
て
猟
を
し
た
と
き
の
マ
タ
ギ
小
屋
に
あ
や

か
っ
た
も
の
。
そ
の
昔
、
マ
タ
ギ
た
ち
が
山

奥
深
く
獲
物
を
求
め
て
狩
を
す
る
と
き
こ
の

小
屋
を
建
て
、
そ
こ
に
山
の
神
を
祀
り
、
小

屋
を
拠
点
と
し
て
何
日
も
猟
を
し
た
の
で
す
。 

　
道
の
駅
あ
に
に
は
、
代
々
マ
タ
ギ
の
間
で

伝
え
ら
れ
て
き
た
「
山
達
の
儀
式
」
を
紹
介

す
る
採
火
式
の
看
板
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

の
も
と
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
は
じ
め
各
競
技
ご
と
に
会
場
の
設
営
や
選
手
役

員
の
受
け
入
れ
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
た
ち
を
歓
迎
す
る
た
め
の
準
備
も
各

地
区
で
進
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
な
ど
が
汗

を
流
し
て
育
て
、
設
営
し
た
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
が
各
競
技
の
会
場

周
辺
や
道
路
沿
い
を
美
し
く
飾
っ
て
い
ま
す
。 

　
有
志
に
よ
る
活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、「
四
樹
の
会
」(

村
岡
典
子
代
表

＝
綴
子
字
胡
桃
館
）で
は
参
加
す
る
選
手
・
役
員
へ
の
お
土
産
と
し
て
「
秋

田
・
杉
小
町
」
と
名
付
け
た
秋
田
杉
の
割
り
箸
セ
ッ
ト
を
製
作
し
て
い

ま
す
。
目
標
は
全
参
加
者
分
の
１
６
０
０
セ
ッ
ト
。
製
作
に
あ
た
っ
て

い
る
の
は
３
人
の
会
員
を
中
心
と
し
た
有
志
。
人
数
が
少
な
い
た
め
、

ほ
ぼ
毎
日
こ
つ
こ
つ
と
作
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
鷹
巣
町
商
工
会
女
性
部
で
は
鷹
ノ
巣
駅
の

ホ
ー
ム
を
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
飾
り
ま
し
た 

▲

　
鷹
巣
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
が

お
土
産
用
に
試
作
し
た
杉
の
葉
と
包

装
紙
か
ら
作
ら
れ
た
「
し
お
り
」 

▲

　
四
樹
の
会
製
作
の
割
り
箸
セ
ッ
ト

包
装
紙
の
裏
側
に
は
、
北
秋
田
市
に

伝
承
さ
れ
て
い
る
民
話
を
記
載 

▲ 

歓
迎
の
た
め
の
取
り
組
み
も
着
々
と

平成１９年９月１９日（水） 

道の駅あに 

　
採
火
式
の
告
知
看
板（
部
分
）。
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
マ
タ
ギ
と
、
マ
タ
ギ
の
掟
と
も

い
え
る
山
達
の
儀
式
を
紹
介 

▲ 

　　「道の駅あに」に特設されたマタギ神社

と採火用の道具「マイギリ式火起こし器」 

▼
 ▼ 

や
ま
だ
ぢ 

や
ま
だ
ぢ 
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夢
を
見
据
え
市
長
に
要
望
と
質
問

　
　
　
ヤ
ン
グ
市
民
と
市
長
と
の
懇
話
会

�

　 　
市
内
の
若
者
と
市
長
が
意
見
を
交
換
し
合
う
「
ヤ

ン
グ
市
民
と
市
長
と
の
懇
話
会
」
が
７
月
31
日
、

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
市
の
財
政
や
農
業
、

内
陸
線
の
存
続
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊ 

　
懇
話
会
は
、
新
市
発
足
以
来
、
市
民
か
ら
の
要

望
や
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
自
治
会
な
ど
各
団
体
等
と
の
話
し
合
い
の
場

は
あ
っ
た
も
の
の
、
青
年
層
を
対
象
と
し
た
機
会

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
岸
部
市
長
の
発
案
で
実
施

し
た
も
の
で
、
各
地
区
の
20
代
か
ら
40
代
の
男
女

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

■
市
の
財
政
、
観
光
事
業
、
市
民
病
院
な
ど
質
問 

　
ヤ
ン
グ
市
民
か
ら
は
、
▽
こ
こ
に
ず
っ
と
住
み

続
け
る
つ
も
り
だ
が
、
市
の
財
政
が
心
配
▽
観
光

事
業
と
他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
で
は
。

も
っ
と
観
光
に
力
を

入
れ
て
欲
し
い
▽
市

民
病
院
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い

っ
た
質
問
や
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
財
政
に
つ
い
て
の

質
問
に
対
し
岸
部
市

長
は
、「
地
方
交
付
税

の
削
減
と
い
う
国
の

方
針
で
地
方
自
治
体

は
ど
こ
も
厳
し
い
。

行
政
需
要
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
合
併
以
来
10
億

円
も
の
交
付
税
が
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、

『
こ
れ
以
上
借
金
を
増
や
さ
な
い
』
『
職
員
を
減

ら
し
、
人
件
費
を
削
減
す
る
』
と
い
っ
た
方
法
で

歳
出
抑
制
に
努
め
て
行
く
。
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
し
、
市
の
施
設
運
営
を
民
間
団
体
に
委
託
し

て
い
る
の
も
そ
の
一
環
」
ま
た
、
「
イ
ベ
ン
ト
は
、

行
政
で
は
な
く
観
光
協
会（
民
間
団
体
）が
実
施
す

る
べ
き
。
市
は
、
実
施
す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
、

フ
ォ
ロ
ー
す
る
立
場
。
協
会
は
市
の
事
業
を
請
け

負
っ
て
い
る
わ
け
で
な
な
く
、
あ
く
ま
で
独
自
に

企
画
・
実
施
し
て
い
る
と
い
っ
た
視
点
に
立
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
理
解
を
求
め
な
が
ら
そ
の
対
応

策
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
医
療
や
病
院
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
く
、
（
仮

称
）
市
民
病
院
に
つ
い
て
の
質
問
に
市
長
は
、「
メ

リ
ッ
ト
は
、
高
度
医
療
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、

市
外
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
患
者
を
市
に
戻
せ

る
こ
と
が
ま
ず
第
一
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
『
病
院

が
遠
く
な
る
』
人
が
出
る
こ
と
や
、
現
在
中
央
病

院
の
あ
る
商
店
街
か
ら
人
が
少
な
く
な
る
こ
と
な

ど
だ
が
、
『
遠
く
な
る
』
こ
と
は
道
路
改
良
と
い

っ
た
環
境
整
備
な
ど
で
解
消
し
た
い
。
ま
た
商
店

街
を
病
院
で
活
性
化
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で
あ

り
、
別
の
活
性
化
策
が
必
要
」
と
説
明
。 

　
さ
ら
に
、
「
病
院
運
営
は
、
厚
生
連
に
指
定
管

理
制
度
で
委
託
す
る
予
定
だ
が
、
北
秋
中
央
病
院

も
黒
字
経
営
で
心
配
は
し
て
い
な
い
。
病
院
の
建

設
費
は
大
き
い
が
、
家
賃
分
は
減
価
償
却
費
の
形

で
戻
っ
て
く
る
し
、
ま
た
赤
字
に
な
っ
た
場
合
で

も
そ
れ
は
契
約
上
の
規
定
で
管
理
者
が
負
う
事
。

運
営
面
で
さ
ら
に
市
民
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
は

決
し
て
な
い
」
と
、
強
調
し
て
い
ま
し
た
。 

 　
様
々
な
質
問
が
だ
さ
れ
た 

懇
話
会 

ヤング市民と市長との懇話会 第59回全国植樹祭市長日誌

◇
７
月
16
日
〜
31
日 

18
日
（
水
）
▽
北
秋
田
市
防
犯
協
会
総
会
に
出
席 

19
日
（
木
）
▽
平
成
19
年
度
北
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会

に
出
席
▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
７
月
定

例
議
会
に
出
席 

20
日
（
金
）
▽
合
川
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
に
出
席 

23
日
（
月
）
▽
秋
田
岩
手
広
域
地
域
観
光
交
流
推
進
協
議
会
総

会
に
出
席
▽
全
国
植
樹
祭
後
催
県
指
導
会
議
意
見

交
換
会
に
出
席 

24
日
（
火
）
▽
森
吉
山
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
協
議
会
総
会
に
出

席
▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会
に
出
席
▽
内
陸

線
乗
車
促
進
協
力
庁
内
会
議
に
出
席 

25
日
（
水
）
▽
Ｊ
Ｒ
北
海
道
Ｄ
Ｍ
Ｖ
視
察（
〜
27
日
） 

29
日
（
日
）
▽
秋
田
北
・
日
韓
交

流
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
出
席 

30
日
（
月
）
▽
坊
沢
自
治
会
長
会

「
市
長
と
語
る
会
」

懇
親
会
に
出
席 

31
日
（
火
）
▽
ヤ
ン
グ
市
民
と
の

意
見
交
換
懇
話
会
に

出
席 

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
D
M
V
視
察
 

を
行
な
う
岸
部
市
長（
25
日
）
 

▼  

手
を
つ
な
ご
う
　
森
と
水
と
わ
た
し
た
ち

第
59
回 

全
国
植
樹
祭 

全
国
植
樹
祭 

２
０
０
８
　
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

◇
全
国
植
樹
祭
と
は
◇  

　
全
国
植
樹
祭
は
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
国
土
の
復

興
を
め
ざ
し
て
昭
和
25
年
に
始
ま
り
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
や
全
国
各
地
か
ら
の
参

加
者
に
よ
る
記
念
植
樹
等
を
通
じ
て
、
国
民
の
森

林
に
対
す
る
愛
情
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
国
の
一
大
行
事
。
植
樹
祭
の

運
営
主
体
は
秋
田
県
で
す
が
、
本
市
で
の
開
催
が

一
昨
年
11
月
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は

来
春
の
開
催
に
向
け
行
政
機
関
や
林
業
関
係
者
、

市
民
な
ど
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
（
会
長
：
岸
部

市
長
）
を
設
立
、
県
と
の
連
携
の
も
と
、
植
樹
祭

の
成
功
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。  

           

全
国
植
樹
祭
協
賛 

　
「
森
っ
ち
募
金
」
に
ご
協
力
を
！！ 

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
は
多
く
の
県
民
の
皆
様
の

森
づ
く
り
、
緑
づ
く
り
へ
の
「
思
い
」
を
結
集
し
、

秋
田
県
の
緑
化
運
動
を
全
国
に
向
け
、
力
強
く
発

信
す
る
行
事
で
す
。 

　
ど
う
ぞ
、
第
59
回
全
国
植
樹
祭
へ
の
協
賛
「
森

っ
ち
募
金
」
に
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
社
団
法
人
　
秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会 

　
　
◇
ご
協
賛
い
た
だ
く
と
◇ 

☆
協
賛
者
の
氏
名
は
本
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

植
樹
祭
記
念
誌
に
掲
載
す
る
ほ
か
、「
森
っ
ち
ピ
ン

バ
ッ
ジ
」
を
記
念
に
差
し
上
げ
ま
す
。 

☆
「
森
っ
ち
募
金
」
は
、
第
59
回
全
国
植
樹
祭
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。 

☆
大
会
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
及
び
大
会
テ
ー

マ
の
使
用
が
で
き
ま
す
。 

　
　
◇
「
森
っ
ち
募
金
」
の
振
込
方
法
◇ 

■
口
座
／
秋
田
銀
行
県
庁
支
店
■
口
座
番
号
／
普

通
預
金
４
６
３
８
５
３
■
口
座
名
義
／
「
秋
田
県

緑
の
募
金
」
社
団
法
人
秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会

■
協
賛
単
位
／
業
者
の
方
は
１
口
１
万
円
、
個
人

の
方
は
少
額
で
も
結
構
で
す
。
■
募
金
期
間
／
平

成
20
年
全
国
植
樹
祭
開
催
日
ま
で 

▲開催会場の県立北欧の杜公園 

「集まれ水と緑の応援団」参加キャンペーン 

「あきたの森」絵画・写真コンクール 

 

H19年6月～9月 

H19年秋 秋田森づくりフォーラム 

全国林業者大会・林業後継者大会 

時　期 名　称 内容・開催地等 

 

 

H19年7月 

H19年9月 

H19年9月～ 

H19年10月 

H19年10月 

H19年秋 

 

 

H20年3月 

H20年 

植樹祭の前日 

 

 

 

 

秋田県緑の交流集会 

全国女性森林フォーラム 

カウントダウンイベント 

プレ植樹祭 

秋田国際木彫シンポジウム 

秋田県森林ボランティア体験交流会 

 

 

全国植樹祭開催記念シンポジウム 

 

 

 

秋田の持つ豊かな自然や森林に関する絵画や写真を募集。 

10月頃発表・表彰を行います。 

緑の少年団の活動発表等　あきた白神体験センター（八峰町） 

森林療法や森林教材をテーマにしたフォーラム 

間伐大作戦、子ども海岸林植樹、森林祭、木工体験など 

海岸林植樹（潟上市） 

世界の木彫アーティストによる制作・展示（北欧の杜公園） 

地球温暖化防止のための公募ボランティアによる枝打ち等 

秋田の森づくりについて、県民の関心を高めるため、講演

会などを開催 

１００日前イベントとして開催（北秋田市） 

全国の林業者が一堂に会し、未来の森づくりについて情報

発信する（秋田市） 

参加者１万２千人（北欧の杜公園）※開催日は今月下旬に

決まる予定 
第59回全国植樹祭 H20年春 

森っち 

開　催�

テーマ

市

長

日

誌

▼  
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優
れ
た
育
林
活
動
で
県
知
事
賞
受
賞 

　
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
第
41
回
秋
田
県
林
業
コ
ン

ク
ー
ル
「
育
林
の
部
」
で
阿
仁
銀
山
の
齊
藤
宏
一
さ

ん（
78
）が
秋
田
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、
７
月
27
日
市

役
所
を
訪
れ
佐
藤
副
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
齊
藤
さ
ん
は
、
旧
広
域
消
防
本
部
阿
仁
分
署
長
を

退
職
後
、
林
業
農
家
と
し
て
所
有
山
林
の
育
林
・
管
理

に
努
め
ら
れ
て
い
る
外
、
阿
仁
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

の
副
会
長
を
長
年
務
め
、
常
に
経
営
の
改
善
・
技
術
の

向
上
を
心
が
け
山
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
報
告
で
齊
藤
さ
ん
は
、「
木
材
価
格
の
低
迷
と
い
っ

た
理
由
等
か
ら
、
民
有
林
は
維
持
管
理
の
手
が
入
り

に
く
い
が
、
育
林
に
熱
心
だ
っ
た
父
に
も
影
響
さ
れ
、

山
林
に
手
を
か
け
て
き
た
。
今
後
も
、
地
域
林
業
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

〜
第
41
回
秋
田
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル 

〜
内
陸
線
お
ば
け
や
し
き 

　
７
月
28
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
の
９
日
間
、
阿
仁

合
駅
前
に
「
お
ば
け
や
し
き
」
が
開
設
さ
れ
、
多
く

の
子
ど
も
や
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
「
お
ば
け
や
し
き
」
は
、
秋
田
内
陸
線
お
ば

け
や
し
き
実
行
委
員
会
が
内
陸
線
の
乗
車
向
上
を
目

的
に
企
画
。
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
・
わ
ら
び
座
の
演
劇

指
導
を
受
け
、
駅
前
の
倉
庫
は
本
格
的
な
お
ば
け
や

し
き
に
変
身
。
内
陸
線
利
用
者
は
入
場
料
が
割
り
引

か
れ
る
と
あ
っ
て
、
角
館
方
面
か
ら
も
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。 

　
恐
る
恐
る
入
場
し
た
子
供
た
ち
の
中
に
は
、
迫
真

の
演
技
に
絶
叫
す
る
子
も
お
り
、
真
夏
日
が
続
く
中
、

ひ
ん
や
り
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

阿
仁
合
駅
前
倉
庫
で
涼
を
体
験 

▲副市長に受賞の喜びを語る齊藤さん 

▲連日多くの人手で賑わったおばけやしき 

釣
り
仲
間
同
士
交
流
深
め
る 

〜
よ
ね
し
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
鮎
カ
ッ
プ
・
よ
ね
し
ろ
鮎
カ
ッ
プ 

　
「
２
０
０
７
よ
ね
し
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
鮎
カ
ッ
プ
・

よ
ね
し
ろ
鮎
カ
ッ
プ
」
が
８
月
５
日
、
小
猿
部
川
で

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
太
公
望
た
ち
が
釣

果
を
競
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
大
会
は
、
台
風
の
影
響
で
米
代
川
が
増
水

し
た
た
め
、
急
き
ょ
会
場
を
小
猿
部
川
に
移
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
青
森
、
岩
手
県
な
ど
東

北
を
中
心
に
男
性
30
人
、
女
性
２
人
。 

　
競
技
は
、
縄
張
り
を
主
張
し
て
攻
め
て
来
る
ア
ユ

を
引
っ
掛
け
る
「
友
釣
り
」
で
数
と
総
重
量
、
大
き

さ
を
競
う
も
の
で
行
な
わ
れ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
で
優
勝

し
た
の
は
、
五
所
川
原
市
の
小
山
内
三
哉
子
さ
ん
、

よ
ね
し
ろ
鮎
カ
ッ
プ
で
の
優
勝
は
弘
前
市
の
館
山
栄

之
進
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。 

▲少ない釣果ながらも鮎釣りを楽しんだ鮎カップ 

▲熱い戦いが繰り広げられたフェスティバル 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
親
睦
深
め
る 

　
第
17
回
秋
田
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
７
月
28
日
、
大
野
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
広
場
で
開

か
れ
、
全
県
か
ら
参
加
し
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
緑
豊

か
な
会
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
、
伊
藤
敬
悦
大
会
副
会
長
が
、「
年
々

参
加
者
も
増
え
、
今
年
は
３
２
０
人
の
参
加
者
を
迎

え
た
。
競
技
を
通
し
、
お
互
い
の
親
睦
と
友
好
を
深

め
交
流
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
大
会
に
は
、
地
元
合
川
、
鷹
巣
、
森
吉
Ｇ
Ｇ
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
協
会
の
会
員
な
ど
県
北
、
中
央
、

県
南
の
36
団
体
か
ら
３
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
５
人
１
組
で
４
コ
ー
ス
32
ホ
ー
ル
を
回

る
個
人
対
抗
戦
で
行
わ
れ
、
時
折
り
強
い
雨
が
降
る

の
を
よ
そ
に
プ
レ
ー
と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

〜
第
17
回
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る 

〜
夏
の
交
通
安
全
目
覚
ま
し
作
戦 

　
夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ
た
８
月
１
日
、

国
道
７
号
線
沿
い
の
道
の
駅
た
か
の
す
で
、
北
秋
田

警
察
署
、
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
安
全
協
会
員
ら

関
係
者
80
名
が
、
「
夏
の
交
通
安
全
目
覚
ま
し
作
戦
」

を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
秋
田
県
警
察
本
部
の
「
夏
の
交
通

安
全
運
動
」
と
国
土
交
通
省
の
８
月
の
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
安
全
運
転
と
道

路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
、
道
路
の
正
し

い
利
用
の
啓
発
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
大
館
方
向
か
ら
能
代
方
向
へ
向
か
う

自
動
車
を
対
象
に
行
わ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
大
太

鼓
の
大
音
響
が
鳴
り
響
く
中
、
参
加
者
か
ら
の
呼
び

か
け
に
、
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。 

▲ドライバーに安全運転を呼びかける会員 

森
吉
山
麓
の
大
自
然
を
満
喫 

　
第
９
回
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
イ
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ

レ
ー
ス
２
０
０
７
Ｍ
Ｔ
森
吉
大
会
が
７
月
28
・
29
日

の
２
日
間
、
奥
森
吉
と
森
吉
山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
大
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
森
吉
山
ネ
ー
チ
ャ
ー
協
会
が

山
麓
の
ブ
ナ
林
、
渓
谷
、
渓
流
、
森
吉
山
縦
走
コ
ー

ス
の
魅
力
を
レ
ー
ス
を
通
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
ま
す
。 

　
初
日
は
、
桃
洞
渓
谷
を
登
り
、
桃
洞
杉
、
高
場
森
、

割
沢
森
、
ヒ
バ
ク
ラ
岳
、
山
頂
、
一
ノ
腰
、
妖
精
の

森
ゴ
ー
ル
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
28
㎞
。
２
日
目
は
林
道

と
ス
キ
ー
場
コ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
ラ
ン
と
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
25
㎞
の
コ
ー
ス
で
、
参
加
し
た
選
手

ら
は
日
本
海
を
眺
望
す
る
森
吉
山
麓
の
大
自
然
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ー
ス  

▲森吉山麓の大自然の中をマウンテンバイクで 
力走する選手 
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胡
桃
館
遺
跡
は
、
今
か
ら
約
１
千
年
前
の

十
和
田
火
山
の
噴
火
に
よ
る
シ
ラ
ス
洪
水
で

埋
没
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
平
安
時
代
の
遺

跡
。
イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
大

噴
火
で
埋
ま
っ
た
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
に
例
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
昭
和
38
年
に
現
在
の
鷹
巣
中
学
校
野
球
場

整
備
の
際
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
の
発
掘
調

査
で
４
棟
の
建
物
跡
や
そ
の
周
り
を
取
り
囲 

む
柵
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に

出
土
し
た
木
簡（
文
字
が
書
か
れ
た
木
札
）が

37
年
後
の
平
成
16
年
に
独
立
行
政
法
人
奈
良

文
化
財
研
究
所（
以
下
「
奈
文
研
」
）の
調
査

で
解
読
さ
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
市
と
奈

文
研
が
こ
の
６
月
か
ら
、
当
時
発
掘
さ
れ
た

建
築
部
材
全
体
に
つ
い
て
最
新
の
技
術
を
用

い
合
同
に
よ
る
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。 

  

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
遺
跡
の
特
徴
や
調
査

成
果
の
概
要
な
ど
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
紹

介
し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
の
趣
旨

で
開
か
れ
た
も
の
で
、
司
会
に
は
遺
跡
発
見

当
時
、
鷹
巣
農
林
高
校
の
教
諭
と
し
て
調
査

に
携
わ
っ
た
元
県
立
博
物
館
長
の
冨
樫
泰
時

氏
を
、
ま
た
紹
介
者
と
し
て
今
回
の
調
査
に

あ
た
っ
て
い
る
奈
文
研
の
研
究
員
・
箱
崎
和

久
氏
を
招
き
、
同
氏
と
市
教
育
委
員
会
の
職

員
が
説
明
役
を
務
め
ま
し
た
。 

　
２
部
構
成
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

第
１
部
で
は
、
鷹
巣
西
小
学
校
の
児
童
が
出

演
、
朗
読
役
を
務
め
た
民
話
「
八
郎
太
郎
」

の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
聴
き
手
に
訴
え
る

語
り
部
ぶ
り
に
参
加
者
も
感
心
し
な
が
ら
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。
民
話
は
、
十
和
田
火
山

の
噴
火
や
シ
ラ
ス
洪
水
に
題
材
を
と
っ
た
も

の
と
言
わ
れ
、
同
小
の
６
年
生
は
、
こ
の
民

話
に
ま
つ
わ
る
場
所
を
訪
ね
、
ま
た
十
和
田

火
山
の
噴
火
に
つ
い
て
学
習
し
、
学
ぶ
楽
し

さ
を
体
験
し
て
い
ま
す
。 

  

　
第
２
部
で
は
、
遺
跡
の
概
要
説
明
の
あ
と
、

奈
文
研
・
箱
崎
研
究
員
が
、「
遺
跡
か
ら
の
出

土
建
物
の
一
つ
は
、
板
校
倉
と
呼
ば
れ
る
構

法
。
ま
た
別
の
建
物
は
静
岡
県
の
登
呂
遺
跡

で
発
見
さ
れ
た
よ
う
な
高
床
式
の
建
物
。
建

築
材
に
は
ノ
ミ
や
手
斧
な
ど
の
道
具
を
使
っ

た
痕
跡
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
」
と
、
専

門
的
な
観
点
か
ら
建
築
上
の
特
徴
を
紹
介
。 

　
そ
の
上
で
、「
部
材
が
、
当
時
の
状
態
を
保

持
し
て
発
掘
さ
れ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
貴

重
」
「
平
安
時
代
の
こ
の
よ
う
な
建
築
物
の

遺
跡
が
地
方
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
他
に
例

が
な
く
、
日
本
建
築
史
の
空
白
を
埋
め
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
な
ど
と
、
発
見

の
重
要
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
市
教
委
の
榎
本
剛
治
主
任
学
芸
員

が
出
土
木
簡
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

  

　
木
簡
は
こ
れ
ま
で
３
点
見
つ
か
り
、
赤
外

線
照
射
と
い
う
最
新
技
術
を
用
い
た
調
査
に

よ
っ
て
肉
眼
で
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
墨
で

書
か
れ
た
文
字
の
解
明
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
榎
本
学
芸
員
は
、「
玉
作
」
「
伴
」
な
ど
こ

の
地
方
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
人
の
名

前
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、「
米
一
升
」
「
米

三
合
」
な
ど
米
の
量
を
記
す
文
字
な
ど
か
ら
、

米
を
支
給
し
た
記
録
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
別
の
木
簡
に
は
読
経

し
た
記
録
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
建

物
に
は
寺
院
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
関
心
も
高
く
、
質
疑
応
答
で
は

会
場
か
ら
「
建
物
の
上
屋
部
分
が
残
っ
て
い

な
い
の
は
、
洪
水
で
流
さ
れ
た
の
で
は
な
く

腐
食
が
原
因
で
は
」
な
ど
と
、
自
分
な
り
に

推
測
し
た
質
問
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
遺
跡
合
同
調
査
は
今
年
の
末
ま
で
継
続
し

て
実
施
さ
れ
、
ま
と
ま
っ
た
調
査
結
果
が
報

告
さ
れ
る
予
定
で
す
。
調
査
に
つ
い
て
は
、

次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胡
桃
館
遺
跡
を
考
え
る
」
が
８
月
４
日
、
鷹
巣

中
学
校
で
開
か
れ
、
考
古
学
フ
ァ
ン
な
ど
約
60
人
が
同
遺
跡
の
発
掘
成

果
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

日
本
の
ポ
ン
ペ
イ
﹁
胡
桃
館
遺
跡
﹂
を
考
え
る

■
十
和
田
火
山
噴
火
と
﹁
八
郎
太
郎
﹂
伝
説

■
ノ
ミ
の
加
工
跡
な
ど
が
残
る
建
築
材

■
最
新
の
技
術
を
用
い
墨
書
を
解
明

▲考古学ファンなど約６０人の市民が参加

したミニシンポジウム「胡桃館遺跡を考える」 

▲昭和４２年～４４年には、組織的な調査が

実施され貴重な建築材などが出土しました 

こ
の
６
月
か
ら
市
教
委
と
奈
良
文

化
財
研
究
所
が
合
同
調
査
を
開
始

ミニシンポジウム「胡桃館遺跡を考える」 

ち
ょ
う
な 

と
ろ 

い
た
あ
ぜ
く
ら 

く
る
み
だ
て 

　
こ
の
行
事
は
、
前
田
地
区
で
集
落
単
位
で
行

わ
れ
て
い
た
七
夕
行
事
を
一
堂
に
集
め
、
地
区

の
活
性
化
と
伝
統
芸
能
継
承
を
目
的
に
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
と
し
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た

も
の
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
前
田
地
区
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
森
吉
山
麓
村
お
こ
し
会（
池

田
文
明
会
長
）
」
が
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と

で
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
午
後
４
時
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
２
部

構
成
。
第
１
部
「
た
な
ば
た
ま
つ
り
」
は
前
田

小
学
校
の
ロ
ッ
ク
・
ソ
ー
ラ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
、

五
味
堀
餅
搗
踊
り
や
、
た
な
ば
た
踊
り
、
県
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿
仁
前
田

獅
子
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
が
沈

み
、
あ
た
り
が
夕
闇
に
包
ま
れ
た
午
後
７
時
に

は
、
祖
先
の
供
養
と
豊
作
や
家
内
安
全
な
ど
地

域
の
願
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
各
地
区
の
絵
灯

篭
が
内
陸
線
阿
仁
前
田
駅
前
を
出
発
、
集
落
内

を
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

　
繰
出
さ
れ
た
灯
篭
は
神
成
、
前
田
駅
前
、
小

又
な
ど
９
地
区
か
ら
９
台
。
美
人
画
や
武
者
絵
、

漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
描
か
れ
た
個
性

豊
か
な
灯
篭
の
行
列
が
会
場
内
に
入
る
と
、
そ

の
幻
想
的
な
美
し
さ
で
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
午
後
８
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

の
あ
と
、
対
岸
の
河
川
敷
に
森
吉
山
を
か
た
ど

っ
た
ラ
イ
ン
や
「
よ
う
こ
そ
北
秋
田
へ
」
「
森

吉
山
火
ま
つ
り
」「
七
夕
供
養
」「
天
の
川
」
な

ど
の
文
字
、
ま
た
、
ク
マ
ゲ
ラ
の
形
が
炎
の
列

と
し
て
浮
か
び
上
が
り
、
阿
仁
川
の
川
面
が
赤

く
照
ら
し
出
さ
れ
る
中
、
第
２
部
が
開
会
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
後
、
割
物
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
の
花

火
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
ス
キ
ー

が
滑
降
す
る
姿
や
あ
き
た
北
空
港
を
飛
び
立
つ

飛
行
機
、
三
階
の
滝
な
ど
を
炎
と
仕
掛
花
火
で

演
出
し
、
会
場
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。 

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
全
長
１
４
５
・
４
ｍ
（
森

吉
山
の
標
高
の
十
分
の
一
）
も
の
超
特
大
ナ
イ

ア
ガ
ラ
と
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
華
や
か
に
火
ま

つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

﹁
炎
﹂
の
演
出
、
郷
土
芸
能
な
ど
多
彩
に

森吉山麓たなばた火まつり 

　
旧
盆
の
七
夕
行
事
「
第
21
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り
（
池
田
文
明

実
行
委
員
長
）
」
が
８
月
７
日
、
阿
仁
前
田
・
河
川
公
園
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
、
地
区
内
外
か
ら
訪
れ
た
見
物
客
が
、
郷
土
芸
能
や
絵
灯
篭
、
花
火
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

▲夜空を華やかに彩った打ち上げ花火 

▲森吉山をイメージした仕掛花火 

▲七夕供養の文字やくまげら、奥森吉の 

　名瀑「三階の滝」を表現した火の演出 

前
田
小
児
童
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン 

▲  
火
祭
り
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏 

▲  
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北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA MANABI NO HIROBA

 

深緑の十二湖と千畳敷を探索

沢口公民館移動講座 

グラウンドゴルフにチャレンジ

中央公民館講座「ハツラツ健康倶楽部」 

鳥・花など森吉山の自然を体験

森吉公民館「ふるさと教室」  

　沢口公民館の

移動講座では７

月１２日、新緑の

十二湖と千畳敷を

訪ねました。 

　公民館出発後、２時間

ほどで十二湖に到着、幾つかの湖面を車中から見なが

ら青い色の湖水で知られる「青池」に向かいました。 

　出発時には雨の降りそうな天気でしたが、雲間から

日が差し始め、湖面に照り映える日の光と青インクを

流し込んだように真っ青な湖水が織り成す神秘のハー

モニーに一同感嘆の声を発しました。 

　千畳敷では、その広さに改めて驚きながら海の空気

を存分に吸い込み、明日への鋭気を養いました。 

　第３回目の「ハツラツ健康倶楽部」が７月１２日、

空港ふれあい緑地で開催され、ニュースポーツの一つ

「グラウンドゴルフ」にチャレンジしました。 

　受講生は、鷹巣グラウンドゴルフ協会の皆さんから

基本的なルールなどの説明を受けた後、チームごとに

ゲームを楽しみました。 

　広々とした会場で心地良い汗を流し、またホールイ

ンワンが出たときには大きな歓声が飛び交うなど交流

の輪も広がりました。 

　米内沢小学校の５年生３２名が７月１０日、晴天の下、

森吉山登山を行いました。阿仁スキー場のゴンドラに

乗り、大きなリュックを背負って山頂を目指しました。

　途中、ガイドボランティアから木や花の説明を受け、

事前に調べていた資料と見比べながら２時間ほどで全

員が山頂に到着しました。 

　山頂では、疲れた様子もなくみんなが美味しそうに

お弁当をほおばり、登頂の記念に集合写真を撮りました。 

　ウグイスやカッコウなどの鳴き声を聴き、またイワ

カガミやニッコウキスゲなどの花、ブナやモロビ（ア

オモリトドマツ）など豊かな自然に触れ、森吉山を身

近に感じられる体験となりました。 

　
沢
口
公
民
館
移
動
講
座
で
訪
れ
た

千
畳
敷
と
参
加
者
の
皆
さ
ん 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
「
ハ
ツ
ラ
ツ
健
康
倶
楽
部
」 

▼ 

　
野
鳥
の
鳴
き
声
、山
野
草
な
ど
森
吉

山
の
貴
重
な
自
然
を
体
験
し
ま
し
た 

 

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
遺
跡
の
出
土
品
や
先
人
が
残

し
た
貴
重
な
文
物
を
文
化
会
館
の
収
蔵
庫
な
ど
で
保
管
・

管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
、
藩
世
期
に
建
物

の
棟
札
と
し
て
使
わ
れ
た
破
魔
矢
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
正
月
の
縁
起
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
破
魔
矢
は
、

古
来
か
ら
、
家
屋
を
新
築
す
る
と
き
の
上
棟
式
で
棟
木

に
飾
り
家
の
邪
気
を
払
う「
魔
除
け
」と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
破
魔
矢
は
、
平
成
16
年
に
七
日
市
長
岐
邸
（
市

指
定
文
化
財
）
の
座
敷
部
分
の
天
井
裏
か
ら
見
つ
か
っ

た
も
の
で
、
全
長
２
・
46
ｍ
と
大
き
な
も
の
で
す
。 

　
矢
の
「
羽
」
に
あ
た
る
部
分
に
は
墨
で
「
文
政
十
三
年

庚
寅
十
一
月
十
日
」（
※
）、「
大
工
棟
梁
坊
沢
村
清
三
郎
」、

「
木
挽
当
村
彦
左
衛
門
」等
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

※
文
政
十
三
年
＝
西
暦
１
８
３
０
年（
１
７
７
年
前
） 

　
長
岐
家
は
佐
竹
侯
入
国
後
、
代
々
七
日
市
村
の
肝
煎

（
村
落
の
長
）を
務
め
た
由
緒
の
あ
る
家
柄
。
歴
代
藩
主

の
藩
内
巡
視
の
際
に
は
本
陣（
宿
泊
所
）に
も
な
り
ま
し

た
。
現
在
の
建
物
は
一
部
は
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

往
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
、
ま
た
棟
札
の
大
き
さ
な
ど

か
ら
も
、
肝
煎
屋
敷
と
し
て
の
風
格
が
し
の
ば
れ
ま
す
。 

貴
重
な
文
化
財
を
保
管
、
後
世
に

七
日
市
「
長
岐
邸
」
の
破
魔
矢（
棟
札
）を
ご
紹
介 

　北秋田市鷹巣子ども会育成連絡協議会（湊屋啓二会長）

の「ホタルを楽しむ夕べ」が７月１５日（日）夜、浦田

字白坂周辺で行われ、家族連れなど約４０人が暗やみ

の中のイルミネーションを楽しみました。 

　会場は、内陸線白坂踏切そばの農地。周辺の水路な

どに内陸線の職員が養殖させたホタルが放流されており、

秋田内陸線電車の乗客が車窓から鑑賞することもでき

る場所です。 

　参加者は、ホタルの養殖にかかわっている秋田内陸

線職員や白坂自治会の田崎久さんの案内で付近を散策

しました。 

　この日は少し風があり、ホタルが見られるかどうか

心配されましたが、少し待っていると沢や水田で明か

りを明滅させながらホタルが飛び交い、子どもたちが

夏の夜の幻想的な光景に歓声を上げていました。 

　北秋田市文化祭が１１月３日～４日の３日

間、市文化会館と阿仁公民館（ふるさと文化

センター）等を会場に開催されます。教育委

員会では、下記のとおり出演者（団体）・出展

者を募集します。 

■期 日　平成１９年１１月２日・３日・４日 

▽「演示部門」会場　北秋田市文化会館 

　申込書提出期限　８月３１日 

▽「展示部門」会場　阿仁公民館等（阿仁地区） 

　申込書提出期限　９月１４日　 

　※申込用紙は各地区公民館にありますので

期限までに提出下さい（期限厳守）。 

■申込・問い合わせ先 

▽鷹巣地区＝中央公民館 

　�６２－１１３０ 

　�６２－１６６９ 

▽合川地区 

　＝合川公民館 

　�７８－２１１４ 

　�７８－２１０６ 

▽森吉地区＝森吉公民館 

　�７２－３２５９　�７２－３３７４ 

▽阿仁地区＝阿仁公民館 

　�８２－２２２０　�８２－２２２１ 

鷹巣子ども会育成連絡協議会「ホタルを楽しむ夕べ」 

幻想的なホタルの光に歓声

平
成
16
年
に
発
見
さ

れ
た
七
日
市
・
長
岐
邸

の
棟
札（
破
魔
矢
） 

は

ま

や

 

こ
び
き 

と
う
り
ょ
う 

か
の
え
と
ら 

き
も
い
り 

む
な
ぎ 

出演団体・出展者を募集します

北秋田市文化祭◇「演示」及び「展示」部門 

 

　
親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
た

「
ホ
タ
ル
を
楽
し
む
夕
べ
」 

▲  

昨年度の演示発表 

MANABI NO HIROBA

▼ 

▼ 
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■
市
の
非
常
勤
一
般
職
員
を
募
集 

業
務
内
容
　
保
育
業
務 

勤
務
先
　
　
鷹
巣
中
央
保
育
園 

雇
用
期
間
　
９
月
３
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
３
月
31
日 

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
〜
15
時
15
分 

　
　
　
　
　
（
早
番
・
遅
番
あ
り
） 

報
酬
額
　
　
日
給
４
７
０
０
円 

募
集
人
数
　
１
人 

応
募
資
格
　
保
育
士
免
許
を
有
す
る
こ
と 

応
募
方
法
　
履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、

　
　
　
　
　
鷹
巣
中
央
保
育
園
ま
で 

応
募
締
切
　
８
月
30
日（
木
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
　
鷹
巣
中
央
保
育
園
�

62-

２
６
３
０ 

■
犯
罪
被
害
者
等
の
手
記
募
集 

　
県
で
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
置
か
れ

て
い
る
現
状
や
支
援
の
必
要
性
に
つ
い

て
県
民
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
犯
罪
や
交
通
事
故
等
の
防
止
に

役
立
て
る
た
め
手
記
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
手
記
を
も
と
に
手
記
集
を

作
成
し
、
広
く
県
民
に
紹
介
し
ま
す
。 

問
合
せ
　
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

　
�

０
１
８-
８
６
０-

１
５
２
２ 

■
上
級
救
命
講
習
会 

日
時
　
９
月
９
日（
日
）　
９
時
〜
17
時 

 
場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

法
、
異
物
除
去
要
領
、
止
血
法
等 

対
象
　
中
学
生
以
上 

受
講
料
　
無
料
　
定
員
　
30
名 

申
込
締
切
　
９
月
３
日（
月
） 

持
参
　
筆
記
用
具
、
昼
食 

申
込
み
・
問
合
せ
　
市
消
防
本
部 

　
�

62-

１
１
１
９
　
及
び
各
分
署 

 

  

■『
男
の
料
理
講
座
』 

　
　
　 

〜
中
央
公
民
館
公
開
講
座 

日
時
　
９
月
６
日（
木
） 

　
　
　
９
時
30
分
〜
13
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
　
調
理
室 

講
師
　
料
理
研
究
家
　
田
村
弘
子
さ
ん 

内
容
　
秋
の
食
材
を
使
っ
て
和
食
を
中

心
と
し
た
料
理
　
３
品
位 

対
象
　
一
般
男
性
　 

定
員
　
20
名 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

申
込
期
間
　 

　
８
月
16
日（
木
）〜
８
月
24
日（
金
） 

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
　
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

■
パ
ソ
コ
ン
教
室（
エ
ク
セ
ル
初
級
） 

日
時
　
８
月
29
日（
水
）〜
31
日（
金
） 

　
　
　
10
時
〜
12
時 

 
場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
指
導
　
森
吉
公
民
館
職
員 

内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
表

　
　
　
作
成
や
表
計
算 

対
象
　
文
字
入
力
、
マ
ウ
ス
操
作
が
で

　
　
　
き
、
エ
ク
セ
ル
初
心
者
の
方 

参
加
費
　
無
料
　
定
員
　
11
名 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
メ
モ
用
紙
等 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９ 

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ソ
コ
ン
講
座 

　
　
〜
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
Ｃ
Ｄ
作
成 

日
時
　
８
月
28
日
、
31
日 

　
　
　
９
月
４
日
、
７
日
　 

 
時
間
　
18
時 
30
分
〜
20
時
30
分 

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
研
修
室 

内
容
　
デ
ジ
カ
メ
写
真
を
Ｃ
Ｄ
に
ま
と
め
る
方
法 

受
講
料
　
１
０
０
０
円 

申
込
期
限
　
８
月
21
日（
火
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
�

78-

９
２
９
０ 

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
講
座 

日
時
　
８
月
28
日（
火
）９
時
〜
12
時 

 
場
所
　
北
欧
の
杜
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場 

 
講
師
　
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
指
導
員 

会
費
　
５
０
０
円 

定
員
　
20
名
程
度 

申
込
締
切
　
８
月
24
日（
金
） 

※
小
雨
決
行
・
中
止
の
場
合
は
前
日
に

　
連
絡
し
ま
す
。 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
　
前
田
公
民
館
　
�

75-

２
１
０
０ 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

市営住宅入居者募集

サークル 

めだか教室 

 

みんなおいで 

 

ふれあい広場 

 

親子教室 

日程 

10日 

 

21日 

 

23日 

 

２日 

会場 

空港公園 

 

森吉地区

各保育園 

合川保健

センター 

大阿仁保

育園 

内容 

園庭で遊ぼ

う 

保育園開放

日 

お話・て遊

びどんどん 

みんなでス

イカ割り 

■公民館 
中央公民館　        �６２－１１３０ 

【ロビー展】ビーズアクセサリーサークル 

８・22（水） 

　無料法律相談所開設＝9:30～15:00 

合川公民館　　　　�７８－２１１４ 

【ロビー展】万灯火写真展 

８・19（日）合川婦人祭＝10:00～15:00 

森吉公民館　　　　�７２－３２５９ 

【サロン展】絵手紙の会（～31日） 

８・22（水）夏休み自習室＝9:00～17:00 

23（木）ちびっこチャレンジクラブ＝

10:00～12:00 

29（水）～31日（金）パソコン教室（エク

セル初級）＝10:00～12:00 

阿仁公民館　　　　�８２－２２２０ 

【ロビー展】河井千代子　キルト展 

８・24（金）阿仁婦人会すこやか交流会

＝10:00～12:00 

■文化会館 
▼８・18（土）おはなしでてこい＝14:00～

▼18（土）「夏バン！2007」真夏の白

熱ライブ＝16:00～ 

▼19（日）スプリングフォーコンサー

ト2007＝15：00～ 

▼26（日）北秋田市民俗芸能大会＝13:00～ 

■スポーツ 
▼８・18（土）～19日（日）県北地区高校

新人１年生大会バトミントン競技＝

鷹巣体育館 

▼18（土）～19日（日）第38回全県おは

よう野球＝中央公園野球場 

▼24（金）～25日（土）、９・１（土）～２日（日）

第12回中川杯兼第５回全県学童新人大

会（野球）＝中央公園野球場・森吉球場 

▼26（日）第６回県北地区グランド・ゴ

ルフ鷹巣大会＝空港ふれあい緑地 

▼９・８（土）～９日（日）第23回ＯＢ北

秋田大会（野球）＝中央公園野球場 

▼９日（日）第29回会長杯争奪秋季ソフト

ボール大会＝河川敷野球・ソフトボール場 

▼９・15（土）～16日（日）大館北秋田中学

校新人バスケットボール大会＝合川体育館 

１ 南鷹巣団地････鷹巣字平崎上岱13－２ 
　 簡易耐火２階建２ＤＫ　風呂釜・浴槽なし　月額　10,500円～13,900円 
２ 高野尻団地････綴子字高野尻90－２ 
　 木造平屋３ＬＤＫ（共益費2,100円）月額　24,200円～40,000円 
３ 胡桃館団地････綴子字胡桃館２ 
　 簡易耐火２階建３ＬＤＫ　風呂釜・浴槽なし　月額　17,700円～29,300円 
４ 諏訪岱団地････米内沢字諏訪岱33－１（特定公共賃貸住宅） 
　 木造２階1戸建　３ＤＫ　　 　  月額　50,000円～70,000円 
５ 明田団地････福田字明田43 
　 木造平屋３ＤＫ　風呂釜・浴槽なし　月額　11,000円～18,200円 
６ 田ノ沢団地････川井字五郎左エ門田ノ沢５－６ 
　 木造平屋２ＤＫ（共益費2,100円） 月額　19,500円～32,400円 
７ 上新町団地････阿仁水無字上新町東裏17-1 
　 木造２階建　３ＬＤＫ　　　　　月額　18,200円～30,200円 
８ 比立内団地････阿仁比立内字狐台13-1 
　 木造平屋　３ＤＫ　　　　　　　月額　9,100円～15,100円　 
※家賃は入居世帯の人員、所得等により変動します 
敷　　金　家賃の３ヵ月分 
募集期間　８月20日（月）～29日（木）※土日祝日除く 
◎申し込み・お問い合わせ　 
１・２・３の住宅　都市計画課　　　　　　�６２－６６４１ 
４の住宅　      森吉支所産業建設課　　�７２－３１１２ 
５・６の住宅　   合川支所産業建設課　　�７８－２１１５ 
７・８の住宅　   阿仁支所産業建設課　　�８２－２１１４ 

【職種名】 一般事務 
【試験区分】 上級 
【受験資格】 昭和53年４月２日から昭
和61年４月１日までに生まれた者又は、
昭和61年４月２日以降に生まれた者で
大学卒又は平成20年３月卒業見込の者 
【試験区分】 初級 
【受験資格】 昭和57年４月２日から平
成２年４月１日までに生まれた者。 
　但し、学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業した者若しくは平成20
年３月卒業見込の者又はこれらに相当す
る学歴を有すると認められる者は受験で
きません。      
【住所要件】 上級、初級とも採用後北
秋田市に居住できる者。 
 
【職種名】 消防吏員 
【試験区分】 初級 
【受験資格】 下記①、②、③いずれにも該当する者 
　①高等学校卒業者又は卒業見込の者 
　②昭和57年４月２日から平成２年４月 
　　１日までに生まれた者 
　③北秋田市消防本部任用規程に適合する者 
【住所要件】　 
　①北秋田市消防本部管内に住所(住民
　　登録）を有している者を原則とする 
　②就職又は修学のため、①から転出
　　した者で、世帯主（両親等）が①に
　　住所（住民登録）を有している者で、
　　採用後、北秋田市消防本部管内に
　　居住できる者。 
 
【受験案内書・申込用紙配布】 
配布・申込期間：８月１日（水）～ ８月22日（水） 
配布・受付場所：市役所総務課 
※申込み用紙を郵送で請求する場合は、
　封筒の表に、「職員（○級）採用試験申
　込用紙請求」と朱書きし、宛先を明
　記して120円切手を貼った返信用封筒
　（A4サイズ）を必ず同封してください。 
【１次試験日程】 
期　　日　９月16日（日） 
試験会場　秋田大学 
※２次試験の案内は１次試験合格者に通知
する。試験日は10月下旬～11月上旬の予定。 
 
【請求先、問合せ】  
北秋田市役所総務課　�６２－１１１１ 

■平成19年度北秋田市職員採用試験 

平成20年春季開催 

第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング、山岳、 
アーチェリーの会場です 

君のハートよ位置につけ 

植樹祭シンボルマーク 

森
っ
ち 

平成19年開催 

MANABI NO HIROBA
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　毎週月曜日に市民プールまでの無

料バスを運行します。ぜひ、ご利用

ください。 

運行日程 

　 ９月３日、10日、17日、24日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※帰りは市民プール11:30に出発し

て逆周りとなります 

問合せ 

　市民プール　�６２－５００１ 

■
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ 

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
あ
ら
た
め
て

内
閣
総
理
大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
（
過
去
に
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
受
け
た
方
も
対

象
）
請
求
書
は
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。 

資
格
要
件
等
の
問
合
せ 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金 

無
料
電
話
０
１
２
０-

２
３
４-

９
３
３ 

問
合
せ
　
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課 

　
　
　
　
�

62-

１
１
１
３ 

■
市
道
通
行
止
め（
米
代
川
堤
防
線
） 

箇
所
　
市
道
米
代
川
堤
防
線 

　
　
　
鷹
巣
橋
〜
東
鷹
巣
橋 

期
間
　
８
月
１
日
〜
11
月
30
日 

内
容
　
人
・
車
両
全
面
通
行
止
め 

※
田
畑
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
仮
設
の

通
路
を
設
置
い
た
し
ま
す
。 

           

問
合
せ
　
国
土
交
通
省
鷹
巣
出
張
所
　

　
　
　
　
　
�

62-

１
２
２
６ 

■
無
料
登
記
相
談 

日
時
　
８
月
22
日（
水
）９
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
中
央
公
民
館 

 

問
合
せ
　 

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
大
館
支
部 

　
�

０
１
８
６-

５
５-

０
４
７
７ 

■
緑
地
保
全
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習 

期
間
　
９
月
３
日（
月
）〜
９
月
11
日（
火) 

会
場
　
北
欧
の
杜
公
園 

対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
60
歳
台
前
半

層
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
の
方 

定
員
　
20
名
　
日
数
　
７
日
間 

受
講
料
　
受
講
料
、テ
キ
ス
ト
代
は
無
料 

問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
　
　
�

62-

５
１
５
１ 

■
パ
ソ
コ
ン
活
用
簿
記
入
門
講
習 

期
間
　
10
月
17
日（
水
）〜
10
月
30
日（
火) 

会
場
　
み
く
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
ク
ー
ル 

対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
60
歳
台
前
半

層
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
の
方 

定
員
　
15
名
　
日
数
　
10
日
間 

受
講
料
　
受
講
料
、テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
 

受
付
　
８
月
17
日（
金
）か
ら 

問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
　
　
�

62-

５
１
５
１ 

■
８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
寄
り
募
集
中 

　

県
で
は
８
０
２
０
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
「
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
お
持
ち
の
方
」
を
募
集
し
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

対
象
者
　
昭
和
２
年
３
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
現
在
歯
数
が
20
本
以
上
あ
る
方
 

締
　
切
　
８
月
31
日（
金
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　
 

鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
�

62-

１
１
６
５ 

■
県
立
大
学
公
開
講
座 

日
時
　
９
月
８
日（
土
） 

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時 

場
所
　
明
徳
館
ビ
ル
２
階 

　
　
　
カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ（
秋
田
市
） 

講
師
　
①
野
間
正
名
「
新
た
な
有
用
植

物
成
分
の
発
見
と
利
用
を
目
指
し
て
」

②
内
藤
英
樹
「
秋
田
の
特
産
イ
ネ
と
ス

ギ
で
人
と
環
境
に
優
し
い
食
料
生
産
を
！｣ 

日
時
　
９
月
15
日（
土
） 

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時 

講
師
　
①
佐
藤
敦
「
秋
田
の
土
・
水
資

源
と
農
業
の
将
来
展
望
」
②
松
本
聰
「
秋

田
の
水
・
生
物
資
源
と
そ
の
利
活
用
を

求
め
て
」 

問
合
せ
　
県
立
大
学 

　
�

０
１
８-

８
７
２-

１
５
０
０ 

■
フ
ロ
ン
回
収
に
ご
協
力
を 

　
飲
食
店
の
冷
蔵
庫
や
事
務
所
の
エ
ア

コ
ン
等
の
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
に
使

わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
類
は
、
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

た
め
、
機
器
の
廃
棄
時
等
に
は
知
事
登

録
回
収
業
者
へ
の
回
収
委
託
が
必
要
で
す
。 

　
関
係
者
の
役
割
や
回
収
手
続
き
を
明

確
化
し
た
改
正
法
が
本
年
10
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
適
切
な
フ
ロ
ン
類
の
回

収
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
　
県
環
境
あ
き
た
創
造
課 

　
�

０
１
８-

８
６
０-

１
６
０
３ 

■「
安
全
で
安
心
な
秋
田
県
づ
く
り
」 

　
　
　
の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す 

　
秋
田
県
警
で
は
、
安
全
・
安
心
に
関

す
る
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
広
く
県
民
か
ら

募
集
し
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
素
敵
な
作

品
を
選
ん
で
、
秋
田
市
内
を
走
る
路
線

バ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
し
て
運
行
し
ま
す
。 

テ
ー
マ
　
「
安
心
・
安
全
」
交
通
事
故
防

止
、
鍵
か
け
励
行
、
少
年
非
行
防
止
等 

募
　
集
　
絵
や
イ
ラ
ス
ト 

応
募
期
限
　
８
月
25
日（
土
） 

応
募
先
　
最
寄
の
警
察
署
、
交
番
、
派
出
所 

問
合
せ
　 

　
北
秋
田
警
察
署
　
�

62-

１
２
４
５ 

お
知
ら
せ 　敬老式を各地区で下記の通り開催

します。75歳以上の方（昭和８年４月

１日以前に生まれた方）にご案内を

お届けします。どうぞ参加ください。

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ 

　市高齢者支援課　�６２－１１１２ 

　又は各支所市民福祉課 

北秋田市敬老式

市民プール　９月の教室 ◎お問い合わせ　�６２－５００１ 

スキンダイビング教室 初心者水泳教室 水中健康教室 上級水泳教室 

内　　容 

日　　程 

時　　間 

対　　象 

定　　員 

講 習 料  

持 ち 物  

備　　考 

はつらつ教室 

マスク・フィン・シュ

ノーケルを使ってスキ

ンダイビングを体験し

ます。（ボンベを使って

潜るのではありません)

泳げない方や初心者

を対象に水泳(クロー

ル)を教えます。目標

は息継ぎを入れた25

ｍの完泳です。 

水中で気持ちよく全身

を動かし水中体操や水

中で歩行等をします。 

アクアビクスもやり

ます。（泳ぎません。)

一緒に練習して大会

出場を目指しましょ

う。細かいフォーム

も指導します。 

４・10・21・27日 ３・10・17・24日 

14：00～15：00 14：00～15：00 

一般男女 一般男女 一般男女（４泳法できる方） 

５名 10名 20名 

14：00～15：00 13：45～15：00 

みんなで楽しく体を動

かしてイイ汗をかきま

しょう。運動が苦手な

方も大歓迎です。 

３・６・10・13日 
17・20・24・27日 

７・14・21・28日 ４・11・18・25日 

18：00～19：00 

20名 10名 

１回 １,０００円 １回 １,０００円 １回 ２,０００円 

電話での申込みはできません。プール受付に備え付けてある申込用紙に記入していただきます。 

講習料は申込みと同時に徴収します。講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券等も使えます） 

８月15日から受付を開始します。（申込みの際は印鑑が必要です） 

１回 １,０００円 １回 １,０００円 

一般男女 一般男女 

市民プールへ無料送迎バス運行

阿仁合駅前発 

吉田児童館前 

四季美館前 

浦田バイパス（藤本 金一郎宅前) 

森吉支所前 

北都銀行 米内沢支店前 

米内沢駅前 

吉野子どもの村前 

七日市基幹集落センター前 

沢口林業センター前 

沢口スタンド前 

市民プール着 

９:00 

９:07 

９:14 

９:21 

９:27 

９:30 

９:34 

９:40 

９:45 

９:50 

９:55 

10:00

鷹
巣
農
林

高
校
●

米代川

至摩当

東
鷹
巣
橋

鷹
巣
橋

至国道７号

通行止め区間　Ｌ＝1,700ｍ

市
役
所

本
庁
舎
●

９月４日（火) 

９月６日（木) 

９月８日（土) 

９月15日（土) 

９月16日（日)

10：50～ 

11：00～ 

11：00～ 

10：30～ 

10：30～ 

 

 

11：00～ 

合川地区 

阿仁地区 

森吉地区 

鷹巣地区 

七座、坊沢 

綴子、沢口 

七日市 

栄地区 

月　日 時間 対象地区 

▼売却物件　　 

　鉄骨スクラップ　96.361t 

　プール鋼板　　　24.489t 

　カラー鉄板　　　10.453t 

　※重さは参考数量　 

▼最低売却価格　2,458,000円（消費税抜き) 

　※現地（鷹巣字東中岱地内）渡し。 

　※8月31日までに解体業者と協議の

　　うえ搬送すること。　　　　　　 

▼物品公開 

　期間：８月17日（金）～21日（火）※土日除く 

　時間：９：00～16：00 

▼入札参加の申込み及び受付 

　期間：８月17日（金）～21日（火）※土日除く 

　時間：９：00～16：00 

　場所：北秋田市役所　管財課 

▼入札 

　日時：８月22日（水） 10：00～ 

　場所：北秋田市役所　第３会議室 

問合せ　市管財課　�６２－６６０３ 

鷹巣プール（旧プール）鋼材売却 

水着、水泳帽、ゴー 
グル 

水着、水泳帽、ゴー 
グル 

水着、水泳帽、ゴー 
グル 

水着、水泳帽、ゴー 
グル 

ジャージ、シューズ 

着用、タオル 
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森
吉
山
特
設
コ
ー
ス（
略
図
） 

クライミング競技場 

放　送　局 

 

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

曜 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

電話番号 

62－1420 

60－1055 

63－0105 

62－1101 

62－1155 

62－1267 

62－1455 

78－3338 

78－3161 

62－2261 

62－1400 

63－0515 

63－2700 

72－4501 

60－1055 

62－1146

医 療 機 関 名  

佐藤外科消化器科医院 

う え だ クリニック  

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

近 藤 医 院  

と し ま 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

疋 田 外 科内科医院  

国民健康保険合川診療所 

津 谷 内 科  

石川耳鼻咽喉科医院 

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

公立米内沢総合病院 

う え だ クリニック  

奈 良 医 院  

■次の事項をご確認ください 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け

る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし

ていません。年齢・病気の病状にかかわらず

事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

税の納期限 

人口と世帯数

※７月31日現在住民基本台帳による 

総人口　39,420人（28人減） 

　男　　18,611人（13人減） 

　女　　20,809人（15人減） 

　出生　28人　転入　34人 

　死亡　42人　転出　48人 

世帯数  14,796世帯（11世帯減） 

前月比 
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岡
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弘
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米
澤
宇
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本
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泥
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見
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場

 

綴
子
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町 

岩

脇

 

糠

沢

 

藤

株

 

材

木

町 

花

園

町 

91 63 81 82 82 73 81
 

９月１日より地上デジタル放送開始 

お
知
ら
せ 

　ＮＨＫ秋田放送局、ＡＢＳ秋田放送、ＡＫ

Ｔ秋田テレビ、ＡＡＢ秋田朝日放送の４社は、

本年９月１日から、鷹巣中継局より地上デジ

タル本放送サービスを開始いたします。本放

送開始に先立ち、８月１日より試験電波を発

射しております。現在、鷹巣中継局からのア

ナログ放送を受信し視聴されている皆様は、

地上デジタル放送対応テレビをご用意するこ

とで鷹巣中継局の地上デジタル放送を御覧い

ただけます。その他の地域では、来年以降に

順次放送開始の予定です。地上デジタル放送

では、高精細なハイビジョン映像とＣＤ並み

の高音質な音声に加え、お天気情報やニュー

ス等のデータ放送、視聴者参加型番組との双

方向通信機能、携帯端末で視聴可能なワンセ

グ放送等、従来のアナログ放送にはないサー

ビスをお楽しみいただけます。 

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す
《
７
月
》 

　
慶
弔
費
３
万
円
（
２
件
）
▽
会
費
６
万

３
３
０
０
円
（
11
件
）
▽
そ
の
他
９
万
６

０
０
０
円
（
12
件
）
▽
合
計
18
万
９
３
０

０
円（
25
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

■
入
札
結
果
の
公
表
《
７
月
》 

《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

　
大
堤
地
区
配
水
管
布
設
工
事
▽
３
２

０
万
２
５
０
０
円
▽
㈲
明
祝
商
事
北
秋

田
支
店
／
鷹
巣
南
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
車
庫
建
設
工
事
▽
３
１
９
万
２
０
０

０
円
▽
㈲
堀
内
工
務
店
／
合
川
南
小
学

校
体
育
館
屋
根
改
修
工
事
▽
３
５
５
万

９
５
０
０
円
▽
㈲
菊
地
技
建
／
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
（
合
川
処
理
区

Ｍ
Ｐ
１
３
７
）
▽
８
９
２
万
５
０
０
０

円
▽
扶
桑
建
設
工
業
㈱
仙
台
支
店
／
面

整
備
工
事
（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
２
）
▽
６

４
５
７
万
５
０
０
０
円
▽
秋
田
機
械
建

設
㈱ 

■
ひ
ま
わ
り
の
家
ボ
イ
ラ
ー
交
換 

　
ボ
イ
ラ
ー
交
換
工
事
に
伴
い
入
浴
・

サ
ウ
ナ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
休
養

室
・
食
堂
は
平
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。 

工
事
期
間
　 

　
８
月
27
日（
月
）〜
９
月
10
日（
月
） 

問
合
せ
　 

　
ひ
ま
わ
り
の
家
　
�

78-

４
０
２
５ 

①森吉球場下から松山町ヲツコ

沢まで（左図参照） 

日時：９月30日（日）～10月２日（火) 

　　　午前７時30分～午後６時 

内容：森吉球場下からヲツコ沢 

　　　方面へ一方通行 

 

②市道東の又線及び縦走コース

の一部（左図参照） 

日時：９月30日（日）～10月１日（月) 

　　　午前10時～午前11時30分 

内容：車両通行禁止 

※縦走競技を観覧する方は、規制

前に会場にお入りください。全選

手通過後に規制解除となります。 

問合せ　国体推進室（森吉支所) 

　　　　�７２－５２３２ 

国体山岳競技にかかる交通規制

た
　
け
　
お
 

に
　
き
　
ち
 

た
　
け
　
じ
    

て
　
い
　
じ
 

え
い
ぞ
う
   

き
　
ん
　
じ
  

ＮＨＫ総合 

ＮＨＫ教育 

ＡＢＳ秋田放送 

ＡＫＴ秋田テレビ 

ＡＡＢ秋田朝日放送 

１ 

２ 

４ 

８ 

５ 

２４

２２

２６

３９

４３ 

ｃｈ 

就業構造基本調査 を実施します 

　全国から抽出され

た約45万世帯の15歳

以上の方々を対象に、

ふだん何か収入にな

る仕事をしているか

どうかや就業に関す

る希望などについて

調査します。 

　調査結果からは、若者、高齢者や女性の

多様化する就業状況や産業構造の変化に伴

う雇用流動化の実態など就業に関する詳し

い状況が明らかになり、国や秋田県、北秋

田市の雇用政策や経済政策などの各種行政

施策を立案する際の基礎資料となります。 

調査の対象となる世帯には、統計調査員が伺い調

査票の記入をお願いしますので、ご協力ください。 

問合せ　市広報情報課　�６２－６６０８ 
８月３１日まで

市　県　民　税 第２期 
 
国民健康保険税 第２期 
 

○森吉支所 
消防署 
○ 

森吉球場 
○ 

　米内沢 
○総合病院 

交通規制区間 

至阿仁前田 
至鷹巣 

　秋田わか杉国体山岳競技開催に伴う、車両交通規制が行わ

れます。ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。 

スタート 
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リ
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ト 

リ
フ
ト 
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場
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デ 

車両通行禁止 

縦走コース 
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91 78  96 73 91 
 

MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

リモコン 
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伊奈かっぺい�
　　　トークショー
伊奈かっぺい�
　　　トークショー
伊奈かっぺい�
　　　トークショー

 
平成19年度市文化会館自主公演事業 

〔前売券取扱所〕 

■開場　１８：００〜

■開演　１８：３０〜

〔入場料金〕

一般２,０００円�

　　（当日２,５００円）

中・高校生１,０００円�

　　（当日同額）

※前売で座席数完売の時は

当日券はありません。なお、

電話での予約販売は行いま

せんのでご了承ください。

会場　北秋田市文化会館�

　　　　 �６２−３３１１

市文化会館、中央公民館、北秋協販、日活書店、いとく鷹

巣南店、森吉コミュニティセンター、福助堂、大川教材社、

合川公民館、阿仁公民館、ひまわりの家、大館市市民文化

会館、能代市文化会館、ウイング

　作家、詩人、イラストレーター、作曲家、舞台俳優、青

森放送ＣＭディレクター(本年退職)などマルチな才能で知

られる伊奈かっぺい(本名：佐藤元伸)氏のトークライブ。

 

北秋田市民俗芸能大会 北秋田市民俗芸能大会 第2回 

　北秋田市には、獅子踊りや駒踊り、奴踊

りなどたくさんの郷土芸能が各地域で伝え

られてきました。これらの貴重な伝統文化

を後世に伝えて行くため開催します。 

●期　日　８月２６日（日） 
●開　演　13：00（開場12：30） 
●会　場　北秋田市文化会館 
●入場料　無料（整理券必要） 
※各公民館・文化会館にあります 
●主　催　北秋田市教育委員会 
◎お問合せ　生涯学習課　�６２－６６１８ 

■出演団体  
竜森郷土芸能研究会 
合川李岱駒踊り保存会 
上杉大名行列保存会 
阿仁前田獅子踊り保存会 
熊野神社餅搗踊り保存会 
根子番楽保存会 
綴子大太鼓保存会 

▲阿仁前田獅子踊り 

根子番楽 

▲合川李岱駒踊り 

(土)

９ ８ 

(日)

９ ２ 

(日)

８ 26

第５回 

主催　北秋田市たかのす太鼓まつり実行委員会 

　　　　　　　　　　　　　　　�６２－１８５１ 

 
【出演団体】 

綴子上町大太鼓保存会 

綴子下町大太鼓保存会 

鷹巣ばやし普及会 

婦団連たかのすふるさと太鼓 

婦団連ふるさと子ども太鼓 

ドラムサークル愛好会 

他 市外太鼓団体

●開 演 13：00 

●会 場 大太鼓の館野外ステージ 

●入 場 無料 

 

 

R7

R105
★ 

大太鼓の館 

到大館 

綴子 

たかのす太鼓まつり たかのす太鼓まつり 
北秋田市 




